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１．研究概要（目的・狙いなど） 

近年数々の自然災害が日本で起こっている。また、内陸部では年間を通して降水量や平均気温が低いことや、瀬戸内では

気候も温暖な日が多いことなど、地域により気温や降水量など地理的条件が異なっている。私たちは、海外の貧困なども学んだ

上で貧困を抜け出すには社会サービスの充実が重要であるとわかった。その社会サービスの中でも私たちは教育に注目し、調べた

ところ日本国内で地域により学力の高いところや進学率の高い地域も様々になっている事がわかった。そこで私たちは何らかの共

通した地理的条件や気候が学力に影響を及ぼしているのではないか、進学率が低い地域の学生はどのような地理的条件が整

えば進学率が上がるのかと仮説を立てた。以上から、自然環境に適した教育体制を整えることで日本の学生の学力を底上げし、

豊かな人間生活つながると考え、このテーマを選定した。 

 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

海外では摂氏 50 度を超える気温や干ばつがある地域もあれば数百万人に被害を与えた洪水が起こる地域もある。日本でも

九州のような台風や雨の影響を強く受けた地域や、やませの影響で冷害の被害にあう東日本、年中少雨の瀬戸内、気温の年

較差が小さい沖縄など気候条件は異なっている。一方、日本の教育体制をみると経済発展し先進国となった 1990 年頃から、

どの地域においても進学率は上昇傾向が続いている。しかし、その上昇の大きさには近年差が生じ、格差が開いているのが現状

である。 

このような背景から、自然環境が教育にも影響を与えるのではないかということが現状分析でわかった。 

 

３．研究テーマの課題 

中学生の高校への進学率は、学習意欲なども影響に含まれるが、地域間によって進学率に若干の差が生まれている現状が

ある。また、2019 年の大学進学率を見ると、京都府や東京都では 65%を超えていたが、都道府県中では最下位の沖縄県で

は 40%となった。同じカリキュラムに従って学習しているはずの中学生・高校生が、地域が違うことによって進学率に大きな違いが

出ていることが分かる。こんにち日本では少子化が叫ばれており、子ども一人あたりの国を担う価値も上昇し続けている。このような

中、社会で生き抜く術や、それぞれの強い関心を見つけるための学業に対して、外的要因から学力が下がってしまうことは深刻な



問題だと感じる。このような流れから、私たちはこの日本における現状を重要な課題として位置づけた。 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

高校生は同じ高等学校学習指導要領に従って学習しているはずであるのに、地域によって大学進学率が異なっていることがわ

かった。その解決策として私たちが提言したいのは、大学進学率に悪影響のある気候的条件に該当する地域の小学校及び中

学校に、全普通教室でエアコンの設置を行うことである。実際には小中学校での空調設備の設置は、小中学生の学力を向上さ

せることに影響するため、直接的に大学進学率に寄与するわけではない。しかし、小中学生の学力が向上することにより、9 割以

上の中学生は高校へ進学するため、進学後その地域の高校生全体の学力が上昇する。高校生全体の学力が上昇することで、

長期的な視点で考えると高校生の大学進学率の上昇に繋がるといったモデルである。空調設備を設置するためには、その小中

学生のある市議会の財政では補えないことや、学校間や教室間の公平性の維持が難しいといった懸念点がある。その懸念点を

解決するため 3 つの策を提示したい。1 つ目は、空調設備の設置をすべての学級で開始するのではなく、体力の低い低学年の

教室から始めること。2 つ目は政府からの補助金制度を有効利用し、市議会の経済負担を軽減させること。3 つ目は市だけでな

く町議会や村議会など、より市民の意見を取り込みやすい地方議会レベルからの改革を行っていくことである。以上の解決策をも

って、気候的条件の異なる地域間で大学進学率の格差が存在するという課題の解決につながると考える。 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

日本・世界における貧困の現状と天候的・地理的条件と関連した資料の調査 

政府主導で行われた調査結果からパネルデータへの整理 

パネルデータの固定効果によるデータ解析 

６．結果や今後の取り組み 

進学率と気候的要因との関係から寒い地域の日本海側が条件的に良いことがわかった。しかし九州や四国などの地域でも進

学率の高い地域は何らかの対策によって進学率が良い状態に保たれていることがわかった。今後の取り組みとして気候条件が悪

い地域の小中学校へのエアコン設置が重要になってくる。なぜなら、私たちが求めた条件的には悪いが進学率が高い都道府県と

して福岡県、香川県、徳島県などがあげられる。その中で香川県は小中学校のエアコン設置率が 100%であることがわかった。 

しかし全国の小中学校のエアコン設置は進んでいない。なぜなら、すべての小中学校にエアコンを設置しようとすると億単位の

費用がかかり市町村の財政では補えないことや、学校ごとの公平性の維持が難しいことなどがあげられるからである。実際、文部

科学省の調査ではエアコン設置により学生の学力が向上したというデータがある。このことから全国の小中学校にエアコンを設置す

ることは気候的条件が悪い地域の進学率をあげることに有意であることがわかった。 
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